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□ アクセス

仙台市地下鉄東西線利用

※所要時間は交通状況等により異なります。

仙台駅から川内駅（６分：２００円）
川内駅南1・２出口から教育学研究科
（徒歩約6～9分）

仙台駅から国際センター駅（５分：２００円）
国際センター駅西１出口から教育学研究科
（徒歩約8～10分）

地下鉄東西線 地下鉄東西線

　今日まで東北大学大学院教育学研究科は、教育に関する理論的基礎に支えられた
高度な専門的知識と技能を備え、社会的要請を敏感に察知するとともに、自ら問題を
発見し、教育に関する諸問題の解決を具体的に推進しうる人材の養成をめざし、研究
教育活動を推進してきました。しかしながら、「教育」は社会現象の一つであり、社会
が大きく変動することによって、解決すべき問題もまた変わりうることはいうまでもあ
りません。特に、情報コミュニケーション技術の発展、またそれに伴うグローバル化の
進行は、社会環境に前例のない形で影響を与えています。教育環境もまた例外ではあ
りません。教育の情報技術化が予想を上回る速度で進行していることはその証左とい
えます。教育学研究科がその使命を果たそうとするならば、このような変化に敏感で
なくてはなりません。
　その一方で、「教育」が抱える問題の中には、より根本的・根源的なものも多く含ま
れています。たとえば、今話題となっている「いじめ」問題あるいは学習意欲の向上、思
考力の育成などの教育的課題は、最近になって新たに生じてきたものではありませ
ん。これまでも繰り返し議論の対象になってきたことは、教育研究の歴史をひもとけば
すぐにわかることです。いわゆる「古くて新しい問題」は教育の世界にたくさんありま
す。このような問題に対処するためには、問題の新しさだけに目を奪われることなく、
先人たちの研究成果をふまえて議論するだけの学問的教養が必要となります。
　以上のような現状認識に立ち、教育学研究科は新しい組織に生まれ変わることを
決断しました。すなわち、教育情報学研究部・教育部と統合をはかるとともに、従来の
研究コースの見直し・再編をおこないました。まず、教育情報学研究部・教育部との統
合により「教育情報アセスメントコース」を新設し、教育の情報技術化に的確に対応し
うる人材の育成をめざします。さらに、「グローバル共生教育論コース」を新設し、近年
のグローバル化の流れをふまえ、多文化共生という観点から教育研究をすすめる人
材の育成をめざします。また、「臨床心理学コース」では、国家資格の専門職である「公
認心理師」に対応するためのカリキュラムを整備します。「生涯教育科学コース」「教育
政策科学コース」「教育心理学コース」では、哲学・行政学・政治学・社会学・心理学な
どのディシプリンにもとづく教育科学の探究をさらに進めます。
　新しく生まれ変わった教育学研究科において、高い志をもった学生のみなさんとと
もに、新しい教育科学の探究を進めていけることを心より願っています。

東北大学大学院
教育学研究科長・教育学部長

工藤 与志文

1 教育情報学研究部・教育部と一体となり、
新しい組織に生まれ変わります。

2 グローバルな人材育成を目指し、
従来のコースも大きく変わります。

3 従来の臨床心理士だけではなく、
公認心理師に対応したカリキュラムができます。

私達は、新たな   スタートラインへ

旧組織
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「VEGETABLE OIL INK」で
印刷しております。

このパンフレットは環境に
配慮した「水なし印刷」により
印刷しております。



　今日まで東北大学大学院教育学研究科は、教育に関する理論的基礎に支えられた
高度な専門的知識と技能を備え、社会的要請を敏感に察知するとともに、自ら問題を
発見し、教育に関する諸問題の解決を具体的に推進しうる人材の養成をめざし、研究
教育活動を推進してきました。しかしながら、「教育」は社会現象の一つであり、社会
が大きく変動することによって、解決すべき問題もまた変わりうることはいうまでもあ
りません。特に、情報コミュニケーション技術の発展、またそれに伴うグローバル化の
進行は、社会環境に前例のない形で影響を与えています。教育環境もまた例外ではあ
りません。教育の情報技術化が予想を上回る速度で進行していることはその証左とい
えます。教育学研究科がその使命を果たそうとするならば、このような変化に敏感で
なくてはなりません。
　その一方で、「教育」が抱える問題の中には、より根本的・根源的なものも多く含ま
れています。たとえば、今話題となっている「いじめ」問題あるいは学習意欲の向上、思
考力の育成などの教育的課題は、最近になって新たに生じてきたものではありませ
ん。これまでも繰り返し議論の対象になってきたことは、教育研究の歴史をひもとけば
すぐにわかることです。いわゆる「古くて新しい問題」は教育の世界にたくさんありま
す。このような問題に対処するためには、問題の新しさだけに目を奪われることなく、
先人たちの研究成果をふまえて議論するだけの学問的教養が必要となります。
　以上のような現状認識に立ち、教育学研究科は新しい組織に生まれ変わることを
決断しました。すなわち、教育情報学研究部・教育部と統合をはかるとともに、従来の
研究コースの見直し・再編をおこないました。まず、教育情報学研究部・教育部との統
合により「教育情報アセスメントコース」を新設し、教育の情報技術化に的確に対応し
うる人材の育成をめざします。さらに、「グローバル共生教育論コース」を新設し、近年
のグローバル化の流れをふまえ、多文化共生という観点から教育研究をすすめる人
材の育成をめざします。また、「臨床心理学コース」では、国家資格の専門職である「公
認心理師」に対応するためのカリキュラムを整備します。「生涯教育科学コース」「教育
政策科学コース」「教育心理学コース」では、哲学・行政学・政治学・社会学・心理学な
どのディシプリンにもとづく教育科学の探究をさらに進めます。
　新しく生まれ変わった教育学研究科において、高い志をもった学生のみなさんとと
もに、新しい教育科学の探究を進めていけることを心より願っています。

東北大学大学院
教育学研究科長・教育学部長

工藤 与志文

1 教育情報学研究部・教育部と一体となり、
新しい組織に生まれ変わります。

2 グローバルな人材育成を目指し、
従来のコースも大きく変わります。

3 従来の臨床心理士だけではなく、
公認心理師に対応したカリキュラムができます。

私達は、新たな   スタートラインへ

旧組織

■大学院教育学研究科
人間形成論研究コース

■教育情報学教育部
教育情報学教育部

教育政策科学研究コース

成人継続教育論研究コース

教授学習科学研究コース

人間発達研究コース

臨床心理研究コース

教育設計評価研究コース

生涯教育科学コース

教育政策科学コース

グローバル共生教育論コース

教育情報アセスメントコース

教育心理学コース

臨床心理学コース

新組織



世界を担う教育界のトップランナーを目指します。
　持続可能で公正な社会の形成に資するため、生涯にわたる人間形成

と教育のあり方について、原理的、巨視的、社会的な視点から深く理解

し、知識基盤社会、生涯学習社会に必要な洞察力、企画力、実践力を

有する人材を育成することを目的としています。具体的には、教育を「人

間形成」のプロセスとして広くとらえ直し、学校という制度化された学

びの場のプロセスだけでなく、人間の誕生から死にいたるまでのプロ

セスを、哲学、歴史、社会学、文化人類学の視点から研究する手法を学

ぶことができます。

　グローバル化した経済・社会では、これまでの知識や価値観を伝達

するような教育ではなく、価値観の異なる人々と協働しつつ、これまで

の知識・技能を統合して「正解のない」新たな状況に対応できる人材が

求められます。本コースでは、このような人材に求められる２１世紀型

学力、すなわち単に言語、情報リテラシーに長けているのではなく、課

題状況の中で新たな学び方を自ら模索できる能力、異なる価値観の

人々と協力してプロジェクトにあたる社会的スキル、それぞれの社会の

文化や歴史に基盤を置きながら議論できる能力を有する人材を育成し

ていきます。アジアの連携する大学の講師による授業や、海外での教育

課題に積極的に関与していく「アチーブメント授業」など、特色ある授

業を提供していきます。

　教育心理学における「教育」とは、広く、人と人がかかわる場面の問

題としてとらえることができます。例えば、分数の掛け算につまずく小

学生にどのように教えたらよいのか、なぜ中学生の非行発生率は他の

世代より高いのか、自閉症などのコミュニケーションに困難を抱える子

どもたちをどのように支援していけばよいのか、などです。本コースで

は、こうした教授•学習や人間発達のしくみ、ならびに発達過程におけ

る障害や支援ニーズに対して、心理学的観点から多面的・多角的にとら

え、そのメカニズムを明らかにすることで、その理論および実際の心理

的支援や教育的支援を実証的手法により開発できる人材、ならびに心

理専門職を養成する人材を育成します。

　子どもや成人をめぐる心理社会的問題を見ると、学校における不登

校やいじめの問題、度重なる災害による問題、虐待やハラスメントなど

家庭や組織での問題など様々な領域で、その深刻さを増しつつありま

す。本コースでは、様々な領域において心理的問題を擁する方々やその

家族に対する援助についての新たな知見を見出す研究者を養成し、ま

た、相談や援助の業務に従事する公認心理師や臨床心理士の受験資格

を取得し、心理専門職として、広く社会に貢献できる人材を養成します。

　財政危機や少子高齢化とともに人種・民族・文化の多様化が進む

国々では、効率的な資源配分だけでなく異質かつ多様な人びとの公正

な処遇という観点からも教育政策を考えていく必要があります。本コー

スでは、教育社会学、教育行政学及び比較教育学の学問領域を「教育

政策科学」という共通の枠組みのもとに統合した教育プログラムを提

供することで、上記のような政治・経済・社会が複雑に絡み合う課題の

解決に求められる、幅広い視野からの課題発見能力、高度な分析能力

及び批判的思考力をバランスよく備えた人材を育成していきます。

　現代の教育・学習環境のデザインにあたっては、すべての人びとに

開かれた学習機会の提供という観点からIn fo rma t i o n  a n d  

Communication Technology (ICT)のより発展的かつ有効な導入

が求められています。そこでは、ICTを駆使した教育プログラムの開発

だけでなく、そのプロセスや効果の検証・アセスメントが重要になって

きます。本コースでは、日本社会の成熟化、少子化、価値の多元化が進

む知識基盤時代の教育にふさわしい、学びのイノベーションを視野に

入れつつ、アセスメントの基礎を固め、客観的なデータ•根拠にもとづ

いて教育を測定し評価するために必要な専門的能力•スキル•知識を修

得した人材を育成していきます。

生涯教育科学コース グローバル共生教育論コース 教育心理学コース 臨床心理学コース教育政策科学コース 教育情報アセスメントコース

　平成27年に公認心理師法が議員立法により成立し公布さ

れ、心理専門職の国家資格となりました。公認心理師とは、保

健医療、福祉、教育その他の分野において、心理学に関する

専門的知識及び技術をもって、（１）心理状態の観察と分析、

（２）相談及び助言や指導、（３）関係者に対する相談及び助

言や指導、（４）心の健康に関する教育及び情報の提供、な

どの業務を行う専門家です。

　教育学研究科では、この公認心理師の受験資格に対応し

たカリキュラムの準備に、現在取り組んでいるところです。

公認心理師について

　AEL(Asia Education Leader)コースは、2011年4月から

教育学研究科が取り組んできた「アジア共同学位開発プ

ロジェクト」から派生したコースで、東アジア各国の一流大

学の授業を英語で学びながらAELC単位を修得し、アジア

各国で活躍できる教育専門職の育成をめざすものです。

　単位習得者は、事務局校である東北大学教育学研究

科と、パートナー校である国立政治大学（台湾）、国立台

湾師範大学（台湾）、南京師範大学（中国）、高麗大学

（韓国）の各研究科長の連名で出される「認定証」を申請

し、受け取ることができます。

AELコース

　震災子ども支援室“S-チル”は、東日本大震災で親を

亡くされた子ども達、大切な人や物を亡くされた子ども達

の成長の道のりを長期的に支援していくために、東北大

学大学院教育学研究科内に開設されました。S-チルで

は、自治体や関連機関・団体と連携しながら支援ニーズを

探り、カウンセリングの専門家が子供たちの成長に合わせ

てゆっくりと心のケアを行っていきます。

　無料電話相談、訪問相談のほか、1人親、里親になられ

た保護者のサロン開催、お子さんへの学習支援、支援者

を対象とした研修会や講演会も行っております。

震災子ども支援室“S-チル”

　多様化する教育の諸課題に対応するため、先端教育研究

実践センターが設置されます。センターでは、国際的な教育機

関などとも連携しつつ、社会的に重要な課題をめぐる研究・

実践の基盤づくりを進めていきます。持続可能な社会のため

の教育や、震災復興にかかわる教育、共生社会の形成をめ

ざす人材の育成など、現代社会においては、地域的あるいは

地球規模で様々な課題が生起してきています。これらの課題

にかかわる先端的な研究を開発し成長させていく役割をセン

ターが担っていきます。

先端教育研究実践センター（仮）




